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第
１
回・２
回 

臨
時
総
代
会
を
開
催

全
議
案

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た 

第
１
回 

臨
時
総
代
会

第
1
号
議
案

	

農
作
物
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設

定
に
つ
い
て  

◦
農
作
物
共
済
の
料
率
改
定
に
伴
い
、令
和
６
年
産
水

稲
及
び
令
和
７
年
産
麦
か
ら
適
用
す
る
危
険
段
階

別
共
済
掛
金
率
の
設
定

第
2
号
議
案

	

園
芸
施
設
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の

設
定
に
つ
い
て 

◦
園
芸
施
設
共
済
の
料
率
改
定
に
伴
い
、令
和
６
年
４

月
１
日
以
降
に
責
任
期
間
が
始
ま
る
共
済
関
係
か

ら
適
用
す
る
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定 

第
3
号
議
案

	

附
帯
決
議	

第
２
回 

臨
時
総
代
会

第
1
号
議
案

	

令
和
６
年
度
事
務
費
賦
課
単
価
に
つ
い
て  

◦
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
責
任
期
間
が
始
ま
る
共

済
関
係
か
ら
適
用
す
る
賦
課
単
価
の
設
定

第
2
号
議
案

	

佐
賀
県
農
業
共
済
組
合
諸
規
則
の一部
変
更
に

つ
い
て 

◦
定
年
延
長
を
導
入
し
、定
年
に
関
す
る
職
員
給
与
規

則
及
び
職
員
退
職
給
与
規
則
を
変
更

◦
家
畜
保
険
業
務
等
の
獣
医
師
等
資
格
手
当
を
変
更

第
3
号
議
案

	

附
帯
決
議	

　

令
和
６
年
２
月
13
日
、
佐
賀
県
農
業
共
済
組
合

本
所
で
第
１
回
臨
時
総
代
会
、
令
和
６
年
３
月
29

日
、
同
所
で
第
２
回
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
回
の
議
長
に
は
東
松
浦
地
区
の
熊
本
誓
喜

総
代
、
第
２
回
の
議
長
に
は
伊
万
里
有
田
地
区
の

山
口
輝
雄
総
代
が
選
任
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
全
て

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第 2 回の議長に選任された
山
やま

口
ぐち

 輝
てる

雄
お

 総代 
第 1 回の議長に選任された

熊
くま

本
もと

 誓
せい

喜
き

 総代 

第1回 臨時総代会
総代定数 105 名 
本人出席 23 名
代理出席 0 名 
書面出席 77 名 

第2回 臨時総代会
総代定数 105 名 
本人出席 27 名
代理出席 1 名 
書面出席 74 名 
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牛
の
気
持
ち
に
な
っ
た
飼
養
管
理

　

私
は
、主
に
米
と

大
豆
を
耕
作
し
て
い

ま
す
。近
年
で
は
人
の

作
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

を
借
り
る
割
合
が
多
く

な
り
ま
し
た
。と
い
う
の
も
離

農
や
高
齢
化
で
農
業
を
離
れ
る
人
が

増
え
て
き
た
の
で
、耕
作
放
棄
地
に
な
ら

な
い
よ
う
に
で
き
る
限
り
地
域
の
農
業
を

支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

農
業
は
草
刈
り
や
防
除
と
いっ
た
非
常
に

多
く
の
労
力
が
必
要
で
す
。一方
、高
齢
化

や
後
継
者
問
題
も
あ
り
、農
業
従
事
者
は

減
少
の一途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
農
業
を

支
え
て
い
き
た
い

わ が 町 の
共済部長さん

　
ど
う
す
れ
ば
若
い
人
が
農
業
へ

魅
力
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
が
今

後
の
農
業
の
最
大
の
課
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。今
後
は
若
い
人
の
育

成
と
い
っ
た
地
域
農
業
の
支
え
に

な
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
し
て
い
く
上
で
自
然
災

害
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で

す
。佐
賀
県
で
も
大
雨
に
よ
る
浸

水
や
土
砂
流
出
等
の
気
象
災
害
が

多
発
し
て
お
り
、災
害
の
た
び
に

農
業
共
済
の
重
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
。今
後
も
安
心
し
て
農
業
を

続
け
て
い
く
た
め
に
も
農
業
共
済

と
共
に
二
人
三
脚
で
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

武雄市

久
く

保
ぼ

 常
つ ね

民
た み

 さん（62歳）

経営規模：
水稲 1.2ha、大豆 1.2ha

 

伊万里市

江
え

口
ぐ ち

 和
か ず

敬
た か

 さん（40歳）

経営規模：肥育牛 260頭、
繁殖母牛 ７頭、WCS １ha

　
令
和
６
年
２
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第

25
回
佐
賀
県
畜
産
共
進
会
の
肉
牛
枝
肉
部

門
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
受
賞
後
の
取
材
で
、

「
肉
質
を
向
上
さ
せ
る
為
の
取
り
組
み

は
」
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
私
は
「
何
か
特

別
な
事
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
た
だ

予
防
接
種
や
毎
日
の
状
態
観
察
を
行
い
、

充
分
な
粗
飼
料
を
与
え
、
牛
の
過
ご
し
や

す
い
環
境
を
作
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
」

と
答
え
ま
す
。

　
飼
養
管
理
の
中
で
堆
肥
処
理
が
一
番
の
課
題
で
、
特
に

導
入
し
た
て
の
子
牛
に
は
こ
ま
め
に
堆
肥
出
し
を
行
い
牛

に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
稲

作
圃
場
へ
の
堆
肥
散
布
を
行
い
資
源
循
環
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
畜
産
業
は
飼
料
等
の
コ
ス
ト
高
に
直
面
し
て
い
ま
す
が

稲
わ
ら
を
40 ha
契
約
し
、
雨
に
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
採
取

し
た
良
質
な
も
の
を
与
え
る
事
や
、
２
年
前
か
ら
素
牛
代

を
お
さ
え
る
た
め
に
繁
殖
母
牛
を
こ
れ
ま
で
７
頭
導
入
し

子
牛
生
産
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
母
牛

を
肥
え
さ
せ
ず
、
瘦
せ
さ
せ
ず
の
エ
サ
の

与
え
方
な
ど
肥
育
牛
の
飼
養
管
理
と
違
い

苦
労
し
ま
し
た
が
、
母
体
の
状
態
管
理
を

し
っ
か
り
行
い
空
胎
期
間
な
く
種
付
け
が

で
き
て
き
た
事
や
、
Ｊ
Ａ
肉
用
牛
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
施
設
に
分
娩
時
は
預
け
ら

れ
産
後
の
子
牛
の
管
理
も
任
せ
る
事
が
で

き
て
、
理
想
の
形
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
の
家
で
生
ま
れ
た

牛
を
母
牛
に
し
て
50
頭
ま
で
増
や
し
、
一

貫
経
営
に
近
づ
け
る
計
画
で
す
。

　
毎
月
、
自
ら
地
元
佐
賀
県
を
は
じ
め
と

し
、
鳥
取
県
か
ら
大
分
県
の
家
畜
市
場
ま

で
子
牛
の
買
い
付
け
に
行
き
、
家
を
空
け

る
事
で
家
族
に
負
担
を
か
け
申
し
訳
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
家
事
や
育
児
を

任
せ
ら
れ
、
安
心
し
て
出
か
け
る
事
が
で

き
、
妻
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

３
名
雇
用
と
80
頭
の
預
託
家
畜
を
行
い
、

労
力
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
一
人
で
も
多
く
の
消
費
者

の
方
々
に
佐
賀
牛
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

日
々
励
ん
で
行
き
ま
す
。

表紙は
この人！

が ん ば る
農　     家
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農作物共済（水稲）

水稲共済の引受方式は充実補償と明確評価の

全 相 殺 方 式 がお す すめで す
　近年は豪雨や台風の大型化、地震など過去に経験したことのないような自然災害が
発生しています。また、自然災害だけでなく病虫害等も多く発生しています。　
　昨年につきましても、７月の豪雨によって唐津、七山、富士地区の山間部で
水田への土砂災害が起こりました。
　NOSAIでは、今後起こり得る災害に備え、水稲共済（全相殺方式）への加入を
おすすめしています。

メリット ①
補償の充実

平年収量の最大9割まで補償します。

メリット ②
個人実績を
反映し明確

　出荷データまたは帳簿の収穫量により
補償を決めるので個人の実力に見合っ
た補償が受けられます。

①概ね全量をＪＡ等に出荷し、かつ出荷
実績の把握ができる農業者

②青色申告または白色申告帳簿により収
穫量が把握できる農業者

 農業者ごとに契約を結び、農業者単位で
基準収穫量の１割以上（９割補償の場合）
の減収があった場合に共済金を支払う方
式です。　

 基準収穫量は基本的に農業者ごとの過
去の出荷実績より設定され、損害評価も
出荷数量から算出されます。

全相殺方式以外の
加入方式も選択できます。

お近くのNOSAIまでお気軽に
お問い合わせください。

メリット ③
圃場ごとの

補償にも対応 
　1筆だけ大きな被害があった場合（半
損以上）に、その筆に対して共済金をお支
払いできる特約（※）が付けられます。

※一筆半損特約の申し込みが必要です。
※一筆全損特例（標準加入）

加入のメリット

加入対象者

全相殺方式
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農作物共済（水稲）

令和6年産 水稲共済掛金
納入期限のお知らせ

NOSAIからのお願い

　下記期限までに掛金等の納入がなかった場合、加入申
込された方でも共済関係は解除となります。

令和６年７月31日（水）まで

令和５年７月に起きた水稲土砂災害状況。災害はいつ、どこで発生するかわかりません。

令和４年産と令和５年産における
水稲共済引受方式の加入割合比較

唐津市浜玉町 佐賀市富士町

　お手元に作付内容確認の細目書が届いた場合には、
作付内容、面積、品種名等を確認いただき、変更等があれ
ばお近くのNOSAIまでご連絡ください。

全相殺
39％
全相殺
39％

全相殺
45％
全相殺
45％

その他2％その他2％

令和４年産令和４年産 令和５年産令和５年産

その他1％その他1％

地域
インデックス
59％

地域
インデックス
59％

地域
インデックス
54％

地域
インデックス
54％

全相殺
39％
全相殺
39％

全相殺
45％
全相殺
45％

その他2％その他2％

令和４年産令和４年産 令和５年産令和５年産

その他1％その他1％

地域
インデックス
59％

地域
インデックス
59％

地域
インデックス
54％

地域
インデックス
54％
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Ⓐ保険部分

補償額
720万円

1,000万円
×
80％
×
90％

Ⓑ積立部分
 90万円

基準収入
1,000万円

R2 3 4 5年

自己責任部分

図２
図1

図3例は90％

支払率
（90～50％で選択）

支払例のイメージ

90％ 90％

50％50％

80％

270万円

90万円

自己責任部分

計
360万円
支払い

当年収入
（R7年収入）が
500万円

50％被害の
場合

～

補
て
ん
金
等

補
償
割
合

1,000万円

収入保険制度

◎収入保険のイメージ（基本タイプ）基準収入1,000万円、新規加入の場合

加
入
し
て
い
ま
す
か
収
入
保
険 

　
収
入
保
険
は
自
然
災
害
は
も
ち
ろ
ん
価
格
低
下
、加
入
者
や
家
族

の
ケ
ガ
、病
気
な
ど
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
農
家
の
収
入
減

少
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。制
度
開
始
か
ら
６
年
が
経
過
し
、加
入
者

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
保
険
期
間
は
３
８
７
人
の
農
家
に
約
10
億
４
千
万
円
の

保
険
金
を
支
払
い
ま
し
た
。（
４
月

１５
日
現
在
）

収入保険制度

　基本的には過去4年分の青色申告書類が必要となりますが、令和6年から青色申告を開始された
方も令和7年保険開始分に加入ができます。まずは保険料のお見積りを！最寄りのNOSAI支所までお
気軽にご連絡下さい。 

基準収入は引受契約時に青色
申告決算書（農業所得用）の収
入金額（経費を差し引いた後の
所得額ではありません）の過去
４年間の実績とＲ7年の営農計
画を加味して算出します。

Ⓐのみ 約10.7万円
Ⓐ+Ⓑ 約33.2万円

Ⓑ 90％補償を選択
積立金は約22.5万円
※掛け捨てではありません
※残りの積立金の約67.5
万円は国庫負担です。

Ⓐ 80％補償を選択
保険料は約10.7万円

補償割合と支払率を選択し
て加入

分割払いも可能（2・3・5・9回）

農家さんのニーズに合わせて
基本タイプ以外に色々なパター
ンを選択してご加入できます。

加
入
戸
数（
戸
）

引受年度
H30 R1 R2 R3 R4 R5

■佐賀
■三神
■小城多久
■東松浦
■伊万里有田
■杵島
■鹿島藤津

424

628
780

1,196

1,591

1,796

収入保険引受戸数の推移
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神埼市

重
し げ

松
ま つ

 吉
よ し

信
の ぶ

 さん（75歳）

経営規模：
アスパラガス 28.8a

収入保険制度

収入保険加入者の皆様へお願い
こんな時は必ずNOSAIにご連絡をお願いします  

営農計画の変更（変更発生から1ヶ月以内） 

◦栽培されている作物の品目や面積を変更した 

やってみよう！収入保険のインターネット申請
農林水産省共通申請サービス（eMAFF）を利用することで、各種手続きをイン
ターネットで行うことができます。加入申請時に利用設定が完了すれば保険
料等の一部割引（最大4,500円）を受けることができます。
詳細はNOSAIまでご連絡ください。

事故が発生した（品目ごとに1割以上の収入減少が発生したら速やかに） 

◦事故対象の品目、発生日時、事故の種類、事故原因など 

病
気
や
大
ケ
ガ
に備え

て

　
以
前
は
電
照
ギ
ク
を
栽

培
し
て
お
り
、
平
成
15
年

頃
か
ら
キ
ク
の
販
売
価
格

は
上
が
ら
ず
、
資
材
代
は

高
騰
し
続
け
て
お
り
「
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
と
思
い
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
に
転
換
し
ま
し
た
。

電
照
ギ
ク
か
ら
の
転
換
だ
っ
た
た
め
、
連
棟
ハ

ウ
ス
で
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
は
不
向
き
な
点

も
あ
り
、
夏
の
温
度
調
節
な
ど
苦
労
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
３
年
前

の
大
雨
で
ハ
ウ
ス
が
浸
水
し
た
こ
と
で
根
腐
れ

が
発
生
し
、
収
入
も
下
が

り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に「
収
入

保
険
」と
い
う
制
度
を

N
O
S
A
I
職
員
の
方

に
勧
め
ら
れ
令
和
４
年

度
か
ら
加
入
し
、減
収

し
た
際
に
は
保
険
金
も

頂
く
こ
と
が
で
き
助
か
り
ま
し
た
。

　

私
の
場
合
は
気
象
災
害
に
よ
る
減
収
で
し

た
が
、自
身
に
と
っ
て
い
つ
何
が
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、病
気
・
大
ケ
ガ
で
の
入
院
で

長
期
的
に
休
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
と
、

経
営
面
と
し
て
も
不
安
要
素
で
し
た
。で
す
が

収
入
保
険
で
は
、病
気
や
ケ
ガ
も
補
償
対
象

と
な
る
の
で
非
常
に
い
い
保
険
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
今
後
は
米
麦
を
中
心
に
営
農
を
切
り
替
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。効
率
的
か
つ
計
画
的

に
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
ず
、今
後
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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嬉野市
農事組合法人 アグリ三新

代 表 岩
い わ

永
な が

 一
い ち

郎
ろ う

 さん（68歳）

経営規模：水稲 22ha、
WCS 9.5ha、麦 45ha、大豆 8ha

自
然
災
害
や
事
故
に
備
え
て

農
機
具
損
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農機具共済

掛
金
が
上
が
ら
ず

安
心
し
て
加
入

　

嬉
野
市
塩
田
町

五
町
田
の
三
ケ
崎

地
区
と
新
村
地
区
の

営
農
組
合
が
法
人
化

し
た
ア
グ
リ
三
新
は
構

成
員
26
名
で
結
成
９
年
目
に

な
り
ま
す
。地
区
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の

農
家
で
構
成
さ
れ
水
稲
、麦
、大
豆

の
生
産
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

年
々
経
営
面
積
が
増
え
、近
年

は
地
区
外
で
も
作
付
け
を
行
っ
て
い

て
、ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
具
が

70
台
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、農

機
具
や
圃
場
が

増
え
る
に
伴
っ

て
農
機
具
の
事

故
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
そ
の
時
々
で

違
う
の
で
慣
れ
て
い
な

い
農
機
具
に
乗
る
と
き

や
、初
め
て
の
圃
場
で
運
転
す
る
と
き

な
ど
は
気
を
付
け
て
い
て
も
事
故
が
起

こ
り
や
す
く
、慣
れ
て
い
て
も
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
で
思
い
も
よ
ら
な
い
事
故

に
な
る
と
き
も
あ
る
の
で
お
互
い
注
意

を
払
っ
て
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
事
故
や
修
理
で
き
る
よ
う

な
も
の
は
、自
分
た
ち
で
修
理
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、ど
う
し
て
も

自
分
た
ち
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
事
故

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な

時
に
N
O
S
A
I
の
農
機
具
共
済
に

助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。部
品
代
や
人

件
費
の
高
騰
で
農
機
具
の
修
理
に
か
か

る
金
額
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
中
で
、

N
O
S
A
I
の
農
機
具
共
済
は
事
故
が

あ
っ
て
も
掛
金
が
上
が
ら
ず
安
心
し
て

加
入
で
き
る
保
険
だ
と
思
い
ま
す
。農
家

の
皆
さ
ん
へ
、お
す
す
め
し
ま
す
。

　近年、大雨や台風、地滑りなどの自然災害に加え、稼働中の事故により、たくさんの農業機械が被災
しています。これから大雨や台風などの水害が起きやすい時期と、農繁期をむかえます。自然災害や事
故等に備えＮＯＳＡＩの農機具損害共済に加入しましょう。
　また、災害が予測される場合には、事前に農業機械を避難させましょう。

補償金額 100万円 500万円 1,000万円 2,000万円
掛 　 金 5,000円 25,000円 50,000円 100,000円

（対象事故）火災、外部からの物体の衝突、鳥獣害、盗難、風水害、墜落、転覆、接触、衝突、異物巻き込み
など（格納中の事故のほか、農作業中の事故）を補償します。
※損害額が2万円未満の事故や故障・消耗品のみの事故は対象外となります。

（対象機械）60万円～2,000万円までのトラクター、乗用型田植機、コンバイン、乗用管理機、乾燥機、玉
ねぎ収穫機、移植機、自走式動力噴霧機械、乗用型茶摘採機、乗用型茶管理機、ホイルローダー、フォー
クリフト、ハロー、ロータリー、自走式運搬車です。

（普通物件掛金）

※農機具の種類や経過年数によって掛金が上下しますので、詳しくはお近くのNOSAIまでお問い合わせください。

棚田からの転落事故 水害写真

  農機具共済に加入いただいている皆様へ
　農機具の買い替えや、農機具を新たに追加した時は、速やかにNOSAIへ連絡をお願いし
ます。連絡が無い場合は、共済金をお支払いできませんので、ご注意ください。また、農
機具の事故発生の際は、速やかにお近くのNOSAIまで連絡をお願いします。事故の発生し
た状況が不明な場合や修理して取り替えた部品が確認できない場合等についても共済金を
お支払いできませんので、ご注意ください。
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園芸施設共済

標準コース
損害額が２０万円を超えたときに補償
組合員負担掛金　　　　　約９００円
全損のときの共済金　　　　７７万円

＋ 小損害不てん補２０万円

掛金を安くしたい！

87％割引

基本のプラン（標準コース）

標準コース

標準コース

小損害不てん補1万円特約

復旧費用特約① 付保割合追加特約② 小損害不てん補1万円特約

１年間の掛金と補償額の目安

その他の割引制度もあります

（年）

（％）パイプハウスの場合 ※特約を両方
　付加した場合

特約②付保割合追加特約

特約①復旧費用特約

標準コースの補償額

耐用年数10年間
経過年数

補
償
金
額

100

80

40

0

100

80

40

0

自然災害で大切なハウスが損壊したら…
もしもの備えはできていますか？
　これからの季節は突風、竜巻が発生しやすい季節です。県内でも毎年強風でハウスのビニールが破れる被害が発
生しています。被害に備えて園芸施設共済への加入をぜひご検討ください。

※単棟パイプハウスの場合の割引例。ハウスの型式で割引率は異なります。
〇小損害不てん補　10万円(71％割引)・５０万円(97％割引)・１００万円(99％割引)
〇集団加入割引　生産部会等の集団で一定数以上加入すると掛金及び賦課金を割引します。

加入する際に附帯施設・撤去費用も追加することができます。
過去の被害状況で掛金率が変わります。ハウスの仕様により、補償額・掛金が変わります。
補償内容や掛金を詳しく知りたい方はお近くのNOSAIへ気軽にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　特約を付けることでニーズに合わせた内容で加入することができます。
【300㎡（間口６m×長さ50m）の単棟パイプハウスの場合】
・設置5年目・再建築価額120万円・時価額96万円・被覆材は新品

損害額が３万円を超えたときに時価額96万の８割を補償
組合員負担掛金　　　　約７，１００円
全損のときの共済金　　　　７７万円
※それぞれのプランに別途賦課金900円が加算されます。(300円/100㎡)

損害額が１万円を超えたときに補償
組合員負担掛金　　　  約７，２００円
全損のときの共済金　　　　７７万円

再建築価額まで１０割を補償
組合員負担掛金　　　 約１２，０００円
全損のときの共済金　　　  １２０万円

＋ 

＋ ＋ ＋ 

ビニールが部分的に破れただけでも補償してほしい！

古いハウスも、万が一の時は十分な補償がほしい！

基本プランに
わずかな掛金を
追加するだけ

その他の割引制度で
安く抑えることもできます
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ちゃめっこちゃめっこ
多久市

長男　平林　拓
た く

磨
ま

 くん （9歳）

次男　 侑
ゆ う

真
ま

 くん （8歳）

三男　 遼
りょう

馬
ま

 くん （4歳）

お父さん 大
た い

知
ち

 さん　お母さん 誓
せ い

子
こ

 さん

両親から一言

サッカーが大好きで、体を動かす事が好き

な長男。１年中、雪の日も関係なく半袖・半

ズボンの次男。色んな事に興味があって、

好奇心旺盛な三男。これからもケンカしな

がら大きく成長してね！！

　

昨
年
度
は
暖
冬
に
も
関
わ
ら
ず
、
寒
い

朝
が
度
々
続
き
ま
し
た
。
寒
暖
差
は
哺
乳

子
牛
に
と
っ
て
大
敵
。
ミ
ル
ク
を
残
す
子

や
下
痢
の
子
の
診
療
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
中
に
は
繰
り
返
す
常
連
の
子

が
い
ま
す
。
「
こ
の
子
は
生
ま
れ
つ
き
お

腹
の
弱
い
子
だ
か
ら
な
ー
」
み
た
い
な
会

話
が
例
年
農
場
で
飛
び
交
う
も
の
で

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
お
腹
の
弱
い
子
」

と
は
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
？
ミ

ル
ク
を
消
化
・
吸
収
す
る
能
力
が
低

い
子
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
症

状
は
一
部
で
あ
り
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ

体
の
発
育
が
十
分
で
な
い
ま
ま
生
ま
れ
た

子
、
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

弱
い
子
を
指
す
病
名
に
「
虚
弱
子
牛
症

候
群
」
が
あ
り
ま
す
が
、
診
断
基
準
は
出

生
時
の
低
体
重
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
で

40
kg
、
黒
毛
和
種
で
は
20
kg
以
下
が
目

安
）
、
馬
様
面
、
易
感
染
（
難
治
性
の
下

痢
や
肺
炎
）
、
低
栄
養
（
低
血
糖
、
低
蛋

白
、
低
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
）
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
重
に
問
題
は
な
い
も
の

の
、
毛
艶
が
悪
く
栄
養
が
十
分
取
れ
て
な

さ
そ
う
な
子
や
病
気
が
ち
な
子
、
い
わ
ゆ

る
虚
弱
ぎ
み
な
子
を
目
に
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

で
は
、
そ
の
よ
う
な
子
に
ど
う
対
応
す

る
か
。
低
栄
養
対
策
と
し
て
ア
ミ
ノ
酸
製

剤
を
、
低
血
糖
改
善
に
は
ブ
ド
ウ
糖
等
の

糖
分
補
給
が
有
効
で
す
。
デ
キ
ス
ト
ラ
ン

鉄
製
剤
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
の
併
用
筋
肉
注
射

は
成
長
促
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。
大
切
な

こ
と
は
、
生
後
10
ヶ
月
ま
で
免
疫
の
指
標

で
あ
る
胸
腺
は
発
育
す
る
よ
う
に
、
栄
養

状
態
次
第
で
子
牛
は
成
長
し
強
く
な
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

根
本
的
な
対
策
は
妊
娠
末
期
の
栄
養
管

理
の
見
直
し
で
す
。
生
後
の
対
策
を
行
っ

て
も
改
善
が
み
ら
れ

な
い
場
合
に
は

特
に
検
討
が

必
要
で
す
。

ミ
ル
ク
を
残
す
子
は

虚
弱
な
の
か
？

東西松浦家畜診療所
肥前出張所 獣医師

久
く

保
ぼ

木
き

 基
の り

高
た か
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令
和
６
年
４
月
１
日
付
け
で
採
用
と

な
り
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

〈
①
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト　
②
抱
負
〉

①
体
力

②
分
か
ら
な
い
事
が
多
く
、多
々
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、一

日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、皆
さ
ま
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

①
素
直

②
初
め
て
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い
こ
と

も
多
く
、ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、確
実
に
仕
事

を
覚
え
て
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
お
力
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

新
し
い
仲
間
で
す

福
ふく

田
た

 大
ひろ

貴
き

（22）

（佐賀市出身）
杵島支所

冨
とみ

康
やす

 綾
あや

香
か

（22）

（鳥栖市出身）
三神支所

私たちが担当します。
よろしくお願いいたします。

地区担当表

佐
賀
支
所

佐 賀 市

鍋島・大詫間・川上 飯 盛 　 貴 英
片 渕 　 暢 也

北川副・南川副・南山 西 川 　 政 直
宮 﨑 　 恵 太

嘉瀬・兵庫・久保田 髙 添 　 正 光
髙 栁 　 景 蔵

金立・蓮池・中川副・
松梅

池 野 　 廣 将
中 島 　 拓 哉

本庄・巨勢・諸富・北山 今 泉 　 英 規
南 川 　 雅 哉

高木瀬・中央・西川副・
春日

柴 戸 　 　 順
野 田 　 一 秀

西与賀・久保泉・
東与賀・小関

西 岡 　 啓 司
田 代 　 　 　 涼

三
神
支
所

神 埼 市
吉野ヶ里町　　　　　　　
佐 賀 市

神埼・仁比山・ 西郷 平 山 　 　 聖
今 村 　 史 織

城田・境野・ 千歳
垣 内 　 英 樹
佐 藤 　 亜 美
真 木 　 崇 文

三田川・東脊振・ 背振・
三瀬

福 山 　 浩 基
永 渕 　 雅 臣

鳥 栖 市　　　　
基 山 町

鳥栖・田代・基里・麓・
旭・基山

中 溝 　 英 智
古 川 　 敬 司
冨 康 　 綾 香

みやき町
上 峰 町

中原・北茂安・南茂安・
三川・上峰

一 番 ヶ 瀬 達 也
髙 木 　 裕 斗

小
城
多
久
支
所

多 久 市
多久・西多久 高 添 　 法 孝
南多久・納所 坂 田 　 雄 亮
北多久・東多久 木 原 　 基 貴

小 城 市
小城・三日月 宮 原 　 祐 介

秋 永 　 達 郎
牛津 堤 　 　 正 廣
芦刈 吉 丸 　 輝 治

東
松
浦
支
所

唐 津 市

唐津東部・北波多 藤 田 　 真 也
鶴 田 　 周 也

唐津西部 島 ノ 江 正 人

浜玉・七山 坂 本 　 恒 喜
中 村 　 将 徳

厳木・相知 山 口 　 達 也
井 本 　 一 希

肥前 中 山 　 翔 太
正 野 　 貴 也

鎮西・呼子 中 山 　 聖 也
玄 海 町 玄海 山 口 　 洋 史

伊
万
里
有
田
支
所

伊 万 里 市

大川内・大坪・伊万里・
南波多

鶴 丸 　 隆 士
松 尾 　 匡 規

黒川・波多津 谷 崎 　 正 昭
大川・松浦 相 良 　 義 久
東山代・山代 加 茂 　 都 昭

二里・大山・曲川・有田
山 口 　 颯 太

有 田 町 柴 田 　 公 康

杵
島
支
所

武 雄 市

武雄・朝日・橘 鈴 山 　 太 誠
若木・武内 中 山 　 宏 実
西川登・東川登 岩 瀬 　 史 博
山内・住吉 梅 村 　 和 正
北方・橋下 福 田 　 大 貴

大 町 町 大町 山 下 　 達 也
江 北 町 江北 野 中 　 翔 太

　　　
白 石 町

白石・北有明 小 森 　 　 弘
六角・須古 中 島 　 大 樹
福富 片 渕 　 　 亨
南有明・錦江 徳 永 　 拓 也
竜王・有明干拓 高 橋 　 慎 弥

鹿
島
藤
津
支
所

鹿 島 市
太 良 町

中央・能古見・ 古枝・浜 木 原 　 祐 也
原 　 　 悠 真

七浦・大浦・ 多良・糸岐 野 中 　 喜 徳
北鹿島・ 五町田 大 野 　 　 　 篤

嬉 野 市
塩田・久間 大 串 　 　 翼

嬉野・吉田 鶴 田 　 　 健
市 丸 　 敏 清
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掲 示 板NOSAI
佐賀

	
	

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

掲
示
板

本 　 所 〒840-0805 佐賀市神野西4-4-14 TEL：0952-31-4171
佐 賀 支 所 〒840-2214 佐賀市川副町大字小々森124-1 TEL：0952-45-0133
三 神 支 所 〒849-0123 三養基郡上峰町大字坊所108-6 TEL：0952-52-2964
小 城 多 久 支 所 〒849-0306 小城市牛津町勝1344-11 TEL：0952-66-0256
東 松 浦 支 所 〒847-0002 唐津市山本717-1 TEL：0955-78-1877
伊 万 里 有 田 支 所 〒848-0027 伊万里市立花町字通谷1542-19 TEL：0955-23-2045
杵 島 支 所 〒849-1102 杵島郡白石町大字大渡494-1 TEL：0952-84-6411
鹿 島 藤 津 支 所 〒849-1321 鹿島市古枝甲956-10 TEL：0954-62-2739
東西松浦 家畜診療所 〒847-0314 唐津市鎮西町菖蒲3062-7 TEL：0955-82-3911
肥 前 出 張 所 〒847-1521 唐津市肥前町田野乙1370-2 TEL：0955-54-0037
伊 万 里 有 田 出 張 所 〒848-0027 伊万里市立花町字通谷1542-19 TEL：0955-23-2045

さが

さが
さが

さが
さが
さが

さが

クイズ
ハガキまたはメールに、①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名（ふりがな）④年齢⑤電話番号⑥広報紙のご
意見ご感想を記入の上、ご応募ください。正解者の中から、抽選で５名の方にJCBギフト券 2,000円分
進呈します。

honsho@
nosai-saga.or.jp

件名に
「NOSAIクイズ応募」と
お書きください。

63 8 4 0  0 8 0 5
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農
業
共
済
組
合
本
所 

行

水稲共済で昨年より需要が高まっている加入方式はなん
でしょうか？
A. 全相殺　B. 地域インデックス　C. その他　  

問1

農機具損害共済に加入できる機械の上限額はいくらで
しょうか？
A. 100万円　B. 1,500万円　C. 2,000万円　

問2

がんばる農家の江口さんが第25回佐賀県畜産共進会に
おいて最優秀賞を受賞された部門はなんでしょうか？
A. 肉牛枝肉　B. 肉豚枝肉　

問3

応
募
方
法

※当選者の発表は賞品の発送をもって代
えさせていただきます。

※応募によって得られた個人情報は商品
発送、広報紙作成の参考意見以外の目
的では使用しません。

締
切

令和6年

6月21日（金）
（当日消印有効）

問1. 収入保険に加入するためには何
色申告が必要でしょうか？

　　【答】 B. 青色申告

問2. 園芸施設共済の特約①「復旧費
用特約」と特約②「付保割合追
加特約」を両方付加した場合、
最大何割まで補償されるでしょ
うか？

　　【答】 C.10

問3. がんばる農家の堤さんがハウス
で生産している作物はなんで
しょうか？

　　【答】C. キュウリ

前回の

答え
多数のご応募がありました。
今回も多数のご応募
お待ちしております。

ハガキ メール

令
和
６
年
３
月
31
日
付
で

退
職
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

■
本
所 

・
吉
村 

克
之

■
東
松
浦
支
所

・
青
木 

邦
雄

■
杵
島
支
所

・
中
村 

登

・
永
田 

浩
美

■
鹿
島
藤
津
支
所

・
森
田 

大
二
郎


